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第72回 社会を明るくする運動

日

犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ
第72回“社会を明るくする運動”金沢市推進委員会委員長

村山　卓
　「社会を明るくする運動」は、犯罪や非行の防止とともに、罪
を犯した人たちの更生について理解を深めることにより、安
全・安心な地域社会を築くため、昭和26年（1951年）から始
まった国民運動で、本年で72回目を迎えます。
　長年にわたり、この運動の中心となって支えてこられた保
護司会の方々をはじめ、更生保護関係者の皆様におかれまし
ては、日頃から、犯罪や非行のない明るい地域社会づくりに、
多大なご尽力をいただいておりますことに、改めて深く敬意
を表するとともに感謝を申し上げます。
　貧困や疾病、厳しい生育環境等、様々な生きづらさを抱え、
不幸にして罪を犯した人や、立ち直りに困難を抱える人は少
なくありません。こうした人々を支え、再犯を防止するために
も、行政や各種団体が協力して課題に対応する必要がありま
す。本市においても、「金沢市地域福祉計画2018 再犯防止推

進編」に基づき、関係機関・団体の連携を進めています。
　持続可能な社会の実現のためには、誰もが互いに尊重し合
い、助け合うことのできる多様性と包摂性のある社会の形成
が求められています。近年の犯罪・非行には、家族や地域のつ
ながりの減少、人間関係の希薄化も背景にあると言われてい
ますが、犯罪予防の観点からも、一度罪を犯した人が再び罪を
犯すことのないよう、地域社会の一員として受け入れ、地域全
体で支え合う、地域共生社会の実現が必要です。
　本市においても、“社会を明るくする運動”が大きく実を結
ぶよう、関係団体や地域の皆様との協働による「地域のチカ
ラ」で支援してまいります。この運動を契機に、犯罪や非行の
ない、明るく住みよい社会が実現されることを心から願って
います。

仲間なら　とめようやめよう　そのいじめ

その行動　自分がされたら　どう思う？

あいさつで　ぼくもあなたも　金メダル

言わないよ　自分が言われて　いやなこと

思いやり　広がるつながる　人との輪
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令和4年、第72回を迎える“社会を明るくする運動”のテーマは、
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